
いよいよ、7月19日㈯から開催される札幌国際芸術祭2014。
芸術、アートと聞くと、難しく感じる方も多いかもしれませんが、身近な場所やモノからもさ
まざまな作品が創り出されます。「東区のアート」をテーマに、札幌大谷大学芸術学部美術学
科の皆さんに東区内で撮影していただいた写真作品を紹介します。
この誌上写真展の鑑賞をきっかけにアートを身近に感じ、この夏、いろいろなアートに触れて
みませんか？

札幌国際芸術祭2014
札幌初の国際的なアートフェスティバルである「札幌国際芸術祭

2014」。世界的に著名なアーティストの坂
さかもと

本龍
りゅういち

一氏をゲストディレ

クターに迎え、7月19日㈯から9月28日㈰までの72日間にわたり、

市内各所の会場で「都市と自然」をテーマに開催されます。

詳しくは、本誌巻頭全市版2～7ページをご覧ください。

詳細　札幌市コールセンター　2222-4894

「東区のアート」
芸術に触れて感じて親しもう！

誌上写真展

真 理

高
たか

井
い

 奈
な な

々
札幌大谷大学芸術学部美術学科

メディアアートコース研究生

　伏古川水再生プラザから採取した滴
しずく

の中に宇宙を感じました。

　顕微鏡の向こうに広がる世界は人が

介在し得ないアートな空間。

　宇宙という最大と、微生物という最

小を兼ね備えた東区のアートを曼
まん

荼
だ

羅
ら

で表現しました。
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